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1. はじめに

昨今、「サステナブル Sustainable 」という言葉がよく取り上げられています。

本来は、「持続可能な開発（Sustainable Development）」として、「環境と開発に関す

る世界委員会」（委員長：ブルントラント・ノルウェー首相（当時））が 年に公表

した報告書「Our Common Future」の中心的な考え方として取り上げられた概念で「将

来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させるような開発」というこ

とであり、「環境と開発を互いに反するものではなく共存し得るものとしてとらえ、環

境保全を考慮した節度ある開発が重要」という考えです。

この考え方が広がっていき、各国・各社で「サステナブル」の取組みが始まりました。

また「アジェンダ 2030」（Agenda2030：the Sustainable Development Goals／持続

可能な開発目標）が 2015年 9月、

国連加盟国（193 か国）が参加し、

2030 年までに極度の貧困、不平等、

不正義を無くす、地球を守るため

の計画が採択されました。この「持

続可能な開発目標（以下、SDGs）」
は深刻化する環境問題等の「17 の

目標」と「169 のターゲット」に

対し、各国が活動し、推進してい

く内容となっています。

このような状況の中で、「サステナブル」な取組みの一つの方法として、エコテックス

®国際共同体が展開する認証や役割についてご紹介させていただきます。 

2. エコテックス®国際共同体の取組み

繊維産業のバリューチェーン（価値連鎖）において繊維製品の安全性を高め、持続可

能な生産を改善し、その透明性を確保することにより信頼性を創造する目的で、1992
年にスイス チューリッヒで繊維製品のエコロジー国際共同体であるエコテックス®®
が発足しました。そして有害化学物質から安心・安全な繊維製品の試験・認証システ

ム「エコテックス®スタンダード 100」をスタートして 25 年以上経過し、近年では繊

維製品を製造する上で必要不可欠な化学薬剤（染料、 助剤、 仕上加工剤等）そのも

のの試験・認証システムである「エコテックス®エコパスポート」、 生産サイトの環

境マネジメントや化学物質管理、従業員の健康・安全等の監査・認証システムである

「エコテックス®ステップ」など、エコテックス®®国際共同体は繊維業界が抱える課

題をクリアにし、 現在も絶え間なく繊維業界の安全水準の底上げのために活動してい

ます。
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3. おわりに

エコテックス®は、世界最高水準の繊維製品の安全性をはじめ、環境や働く人にも配

慮した生産体制がとられているかを厳しくチェックする、人と地球に優しい繊維製品

の証です。一本の糸、一滴のインクから、製

造工程、トレーサビリティまで、繊維業界に

おけるサステナブルな取組みについてエコテ

ックス®®は貢献できます。

もちろんエコテックス®認証のみがサステナ

ブルな取組みというわけではありません。

様々なアプローチの仕方があります。

ただ、この 20 年間で世界の衣料品製造量は 4
倍の 800 億枚の達し、その間に、巨大な衣料

品メーカーやファストファッションが現れる

ことで、世界中のライフスタイルは大きく変

化しました。その結果、繊維産業が排出する

CO₂の量は、石油産業についで第 2 位となっ

ています。

同時に繊維産業に内在する様々な問題が浮き

彫りになってきました。

「これらの問題が、どれほど環境・人に負担をかけているか」を、消費者と企業含め

社会全体が「想像すること・知ること」が、私たちの地球を守るということの最初の

一歩だと考えます。


